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救
急
告
示
を
し
て
い

な
か
っ
た
県
立
病
院

埼
玉
県
の
県
立
病
院
が
毎
年

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
赤
字

補ほ
て
ん填
を
受
け
な
が
ら
、
救
急
告

示
医
療
機
関
が
皆か

い
む無
だ
っ
た
状

況
を
県
議
１
期
目
（
２
０
１
１

年
）
か
ら
問
題
視
し
、
県
立
病

院
の
救
急
告
示
化
を
訴
え
て
来

ま
し
た
。

２
０
１
６
年
12
月
に
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
が
救
急
告
示
化
さ

れ
た
の
に
続
き
、
２
０
２
５
年

12
月
に
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー
も
救
急
告
示
化
さ
れ
ま

し
た
。（
左
表
）

県
立
病
院
の
救
急
告
示
化
と

次
頁
に
記
載
し
た
独
立
行
政
法

人
化
は
岩い

わ
な
か
た
だ
し

中
督
前
病
院
事
業
管

理
者
（
現
地
方
独
立
行
政
法
人

埼
玉
県
立
病
院
機
構
理
事
長
）

の
手
腕
に
よ
る
部
分
が
大
き

く
、
誰
が
な
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
る
行
政
組
織
も

ト
ッ
プ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

県
立
小
児
医
療
セ

県
立
小
児
医
療
セ

ン
タ
ー
の
ビ
ン
ク

ン
タ
ー
の
ビ
ン
ク

リ
ス
チ
ン
事
案

リ
ス
チ
ン
事
案

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
で

２
０
２
５
年
の
１
月
・
３
月
・

10
月
に
治
療
を
受
け
た
患
者
３

名
の
髄ず

い
え
き液
か
ら
髄ず
い
く
う
な
い

腔
内
投
与
が

禁き
ん
き忌
と
さ
れ
て
い
る
抗
癌
剤
ビ

ン
ク
リ
ス
チ
ン
が
検
出
さ
れ
１

名
が
死
亡
、
残
り
の
２
名
も
意

識
不
明
で
人
工
呼
吸
器
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
２
０
２

６
年
３
月
に
公
表
さ
れ
ま
し

た
。ビ

ン
ク
リ
ス
チ
ン
は
白
血
病

や
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
用
い
ら
れ

る
抗
癌
剤
で
す
が
、
神
経
に
対

す
る
毒
性
が
強
く
、
髄
腔
内
に

誤
投
与
さ
れ
た
場
合
は
ほ
ぼ
全

例
死
亡
し
、
生
き
残
っ
て
も
植

物
状
態
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、

箱
に
も
バ
イ
ア
ル
に
も
禁
髄
腔

内
と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
左

写
真
）。

事
故
と
事
件
の
両
面 

か
ら
調
査
・
捜
査

白
血
病
の
治
療
で
ビ
ン
ク
リ

ス
チ
ン
の
静
脈
注
射
と
メ
ト
ト

レ
キ
セ
ー
ト
と
い
う
別
の
抗
癌

剤
の
髄
腔
内
注
射
を
同
日
に
行

う
事
が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
現

場
で
過
去
に
取
り
違
え
事
故
が

発
生
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
２
０
０
７

年
に
シ
リ
ン
ジ
（
注
射
器
）
で

は
な
く
点
滴
用
の
ミ
ニ
バ
ッ
グ

に
希
釈
し
て
投
与
す
る
よ
う
勧

告
を
出
し
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
調
査

で
は
工
程
と
手
順
に
問
題
が
な

か
っ
た
に
も
拘か

か

わ
ら
ず
、
３
例

も
続
い
た
た
め
何
者
か
が
意
図

的
に
混
入
し
た
可
能
性
も
否
定

で
き
ず
県
警
に
届
け
出
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
調
査
・
捜
査

で
原
因
が
明
ら
か
に
な
る
事
を

願
い
ま
す
。

県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
救
急
告
示
化

県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
救
急
告
示
化

救急告示化された埼玉県立循環器・呼吸器病センター救急告示化された埼玉県立循環器・呼吸器病センター

【県立病院の救急告示状況】

2014年 2月 2026年 3月 備　考

循環器・呼吸器病センター × 〇 2025年 12月 17日救急告示化

がんセンター × ×

小児医療センター × 〇 2016年 12月 27日救急告示化

精神医療センター × ×
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２
０
２
１
年
４
月
に 

県
立
病
院
を
独
法
化

埼
玉
県
の
県
立
病
院
が
毎
年
一
般
会

計
か
ら
多
額
の
赤
字
補ほ

て
ん填
を
受
け
な
が

ら
、
救
急
告
示
医
療
機
関
が
皆か

い
む無
だ
っ

た
状
況
を
県
議
１
期
目（
２
０
１
１
年
）

か
ら
問
題
視
し
、
県
立
病
院
の
独
立
行

政
法
人
化
を
訴
え
て
来
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
４
つ
の
県
立

病
院
が
全
て
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
ま

し
た
が
、
独
法
化
に
よ
り
職
員
の
身
分

が
公
務
員
で
な
く
な
る
の
で
現
場
か
ら

の
異
論
・
反
論
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
前
頁
に
記
載
し
ま
し
た
が
、

岩い
わ
な
か
た
だ
し

中
督
前
病
院
事
業
管
理
者
（
現
地
方

独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
理

事
長
）
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

実
現
し
ま
し
た
。

県
直
営
と
独
立
行
政 

法
人
運
営
の
違
い

県
直
営
と
独
立
行
政
法
人
の
違
い
は

分
か
り
易
く
言
う
と
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
様

な
も
の
で
す
。「
国
」
の
「
金
」
を
「
失

う
」
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
た
国
鉄
で
す
が
、
１

９
８
７
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
か
ら

ス
ト
ラ
イ
キ
も
な
く
、
２
０
２
６
年
３

月
ま
で
本
格
的
な
運
賃
値
上
げ
も
無

く
、
む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
は
改
善
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

下
表
を
見
る
と
独
法
化
前
は
毎
年
増

額
し
て
い
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
、
即
ち
赤
字
補
填
額
が
独
法
化
後
１

３
５
億
円
か
ら
１
２
４
億
円
に
減
り
、

以
降
は
毎
年
約
１
２
４
億
円
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
直
営
時
代
に
は

無
か
っ
た
経
営
努
力
の
成
果
で
す
。

医
療
現
場
の
声
を
厚
労
省
に
届
け
る

２
０
２
４
年
末
か
ら
２
０
２
５
年
1

月
上
旬
に
か
け
て
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
大
流
行
で
一
部
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
供
給
停
止
・
限
定

出
荷
に
陥
っ
た
際
、
医
師
で
も
あ
る
古

川
俊
治
参
議
院
議
員
を
通
じ
て
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
備
蓄
薬
の
放
出
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
の
所
管
課
に
問
い
合
わ
せ

た
所
、「
こ
の
備
蓄
薬
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い

て
購
入
備
蓄
し
て
い
る
も
の
で
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

は
使
用
で
き
な
い
」
と
の
見
解
で
し
た
。

昨
年
２
月
県
議
会
の
意
見
書
が
具ぐ

げ
ん
か
現
化

医
療
現
場
で
は
「
新
型
」
と
「
季
節

性
」
の
取
り
扱
い
の
差
は
な
く
治
療
法

も
同
じ
で
す
が
、
莫
大
な
税
金
を
投
じ

て
購
入
し
て
来
た
膨ぼ

う
だ
い大
な
量
の
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
備
蓄
薬
は
こ
れ
ま
で
殆ほ

と
んど

使
用
さ
れ
る
事
無
く
期
限
切
れ
と
な
り

廃
棄
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

昨
年
の
２
月
県
議
会
で
制
度
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
を
厚
生
労
働
省
に

提
出
し
た
所
、
そ
れ
が
具ぐ

げ
ん
か

現
化
し
、
定

点
医
療
機
関
当
た
り
の
１
週
間
の
患
者

数
の
全
国
平
均
が
警
報
レ
ベ
ル
の
30
を

超
え
る
状
態
が
続
き
、
薬
の
供
給
不
足

が
見
込
ま
れ
る
時
に
最
大
１
０
０
０
万

人
分
の
備
蓄
薬
を
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
備
蓄
制
度
の
見
直
し

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
備
蓄
制
度
の
見
直
し

季
節
性
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
使
用
可
能
に

季
節
性
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
使
用
可
能
に

　
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省
は
「
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
備
蓄
薬
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
は
使
用
で
き
な
い
」
と
し
て
来
ま
し
た
が
、
２
０
２
５

年
12
月
に
想
定
を
超
え
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
に
も
１
０
０
０

万
人
分
を
上
限
と
し
て
使
用
出
来
る
よ
う
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政

府
行
動
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
ま
し
た
。

県
立
病
院
の
運
営
費
繰
入
金

県
立
病
院
の
運
営
費
繰
入
金

独
法
化
で
増
額
停
止

独
法
化
で
増
額
停
止

抗インフルエンザ薬備蓄制度とは
　抗インフルエンザウイルス薬の備蓄は全人口の25％が罹患した際の必要量と
して4500万人分を想定し、流通備蓄分1000万人分を差し引いた3500万人分を
国と都道府県が均等にそれぞれ1750万人分を目標に2006年から始まりました。
　2024年11月末時点の国の備蓄分が約1708万人分、都道府県の備蓄分が約
2109万人分、合計備蓄量は約3817万人分となっており、購入に要した費用は
約2000億円以上と概算されます。
　2024年11月時点の埼玉県の備蓄量は約102万人分であり、備蓄を開始した
2006年以降の累計購入費用は約56億円となっています。
　埼玉県でこの備蓄薬が放出されたのは2009年に新型インフルエンザが流行した
際に発熱外来の医療従事者の予防投与の為に約6000人分が配布されたのみで、こ
れまでに約170万人分、購入費用で約37億円が廃棄処分となっており、累計廃棄
費用が約400万円、それに加えて維持管理費も年400万円かかっています。

独立行政法人化された埼玉県立小児医療センター独立行政法人化された埼玉県立小児医療センター

【県立４病院の運営費繰入金の推移（2025年度は決算見込み、2026年度は予算ベース、設備費繰入額は除く）】
➡独立行政法人化（県立病院機構）� 単位：百万円

区　分 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

循環器・呼吸器病センター 2,661 2,792 2,753 3,026 2,621 2,653 2,717 2,736 2,727 2,846

がんセンター 2,763 2,894 2,715 2,722 2,835 2,890 2,680 2,645 2,510 2,732

小児医療センター 2,836 5,881 6,029 6,590 5,855 5,760 5,715 5,720 6,010 5,416

精神医療センター 942 1,020 1,195 1,195 1,125 1,126 1,268 1,317 1,175 1,398

県立４病院の合計 9,202 12,587 12,692 13,533 12,436 12,429 12,380 12,418 12,422 12,392



（ 3 ）

埼
玉
県
に
は
国
公
立 

の
医
学
部
が
な
い

埼
玉
県
・
栃
木
県
・
岩
手
県

に
は
国
公
立
の
医
学
部
が
あ
り

ま
せ
ん
。
国
公
立
医
学
部
の
入

学
か
ら
卒
業
ま
で
の
6
年
間
の

学
費
が
約
３
５
０
万
円
に
対

し
、
私
立
の
埼
玉
医
大
の
学
費

は
３
７
０
０
万
円
で
す
。
従
っ

て
埼
玉
県
在
住
の
医
師
志
望
者

の
多
く
が
他
の
都
道
府
県
の
国

公
立
医
学
部
に
進
学
し
、
そ
の

関
連
病
院
で
働
い
て
い
る
事
が

埼
玉
県
の
医
師
不
足
の
要
因
の

一
つ
で
す
。

防
衛
医
大
を
埼
玉 

大
学
の
医
学
部
に

向
こ
う
30
年
間
は
人
口
が
減

少
す
る
事
が
明
ら
か
な
状
況
で

医
学
部
の
新
設
は
難
し
く
、
ま

た
埼
玉
県
に
は
県
立
医
科
大
学

を
設
置
す
る
財
政
力
も
有
り
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
に
防
衛

医
大
が
特
別
な
事
を
何
も
し
て

い
な
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
の

で
、
防
衛
医
大
を
他
の
国
立
大

学
と
同
様
に
国
立
大
学
法
人
化

し
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
の

医
学
部
に
す
る
事
は
検
討
に
値

す
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
2
月
議
会
で
地

域
枠
医
学
生
奨
学
金
制
度
（
下

枠
内
に
制
度
詳
述
）
の
対
象
と

な
る
特
定
診
療
科
が
従
前
の
小

児
科
・
産
科
・
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
総
合
診
療
科
と
外
科
が

加
わ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
卒
後
働
く
医
療
機
関
も

医
師
不
足
が
深
刻
な
県
北

部
や
秩
父
地
域
な
ど
の
特

定
地
域
の
公
的
医
療
機
関

７
病
院
に
加
え
、
知
事
が

指
定
し
た
民
間
病
院
も
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
人
口
当
た
り
の
医
師
数
は
全
国
最
少

埼
玉
県
の
人
口
当
た
り
の
医
師
数
は
全
国
最
少

地
域
枠
医
学
生
奨
学
金
制
度
の
拡
充

地
域
枠
医
学
生
奨
学
金
制
度
の
拡
充

～
総
合
診
療
科
と
外
科
が
加
わ
る

～
総
合
診
療
科
と
外
科
が
加
わ
る

　
県
議
１
期
目
か
ら
埼
玉
県
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医

療
施
設
に
従
事
す
る
医
師
数
が
47
都
道
府
県
中
最
少
で
あ

る
事
を
訴
え
て
来
て
、
県
民
の
皆
様
に
か
な
り
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
２
０
２
４

年
12
月
31
日
現
在
の
数
字
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
相
変
ら

ず
埼
玉
県
は
47
都
道
府
県
中
最
少
で
（
左
表
1
）、
さ
い
た

ま
市
は
21
特
別
区
・
指
定
都
市
中
最
少
で
（
左
表
2
）、
最

下
位
が
ほ
ぼ
指
定
席
状
態
で
す
。

埼玉県の医師不足対策：地域枠医学生奨学金制度とは
　特定の大学の医学生に卒後県内で働く事を条件に奨学金を出す制度で、埼玉
県では地域枠で入学すると月額20万円まで、６年間を上限に奨学金を貸与し、
卒後、県北部・秩父地域など医師が不足している特定地域の医療機関に勤務す
るか、或いは医師不足の特定診療科で９年間勤務すれば返還が免除される制度
です。小児科・産科・救命救急センターの３科を特定診療科として2010年度に
埼玉医大５人から始まりました。
　県議会で定数増と特定診療科に外科を加える必要性を訴えて来て、2024年度
には埼玉医大19人、順天堂大10人、日大５人、日本医大２人、東京科学大（旧
東京医科歯科大）５人、北里大２人、東京医大２人、獨協医大２人の計47人に
まで拡充され、2026年度に外科と総合診療科が加わりました。

【表２：特別区・指定都市別人口10万対医療
施設従事医師数（2024年12月31日現在）】

1 京都市 426.2
2 岡山市 413.3
3 熊本市 399.7
4 北九州市 372.8
5 東京都区部 371.1

6 仙台市 366.2
7 福岡市 362.8
8 神戸市 361.3
9 札幌市 349.4
10 名古屋市 333.2

11 大阪市 332.0
12 広島市 325.3
13 千葉市 307.9
14 新潟市 303.0
15 浜松市 302.2

16 静岡市 281.3
17 川崎市 260.3
18 堺市 243.1
19 横浜市 243.0
20 相模原市 218.9

21 さいたま市 209.9

【表１：都道府県別人口10万対医療施設従事
医師数（2024年12月31日現在）】

順位 都道府県 医師数（人）

1 徳島 345.4
2 長崎 333.8
3 京都 333.2
4 和歌山 327.7
5 高知 325.2

6 東京 324.1
7 岡山 320.8
8 鳥取 319.6
9 福岡 316.1
10 島根 313.7

11 鹿児島 305.4
12 大分 301.1
13 香川 299.9
14 石川 297.8
15 愛媛 294.8

16 奈良 294.7
17 熊本 291.6
18 大阪 290.1
19 兵庫 285.3
20 広島 279.5

21 福井 277.9
22 佐賀 277.7
23 富山 275.5
24 山口 274.0
25 宮崎 271.2

26 山梨 270.7
27 宮城 267.7
28 沖縄 267.2
29 北海道 258.6
30 秋田 256.2

31 長野 255.4
32 三重 252.3
33 滋賀 250.5
34 群馬 249.9
35 山形 244.9

36 栃木 244.3
37 愛知 243.0
38 岐阜 238.9
39 静岡 238.9
40 福島 238.8

41 神奈川 233.3
42 青森 224.1
43 岩手 223.8
44 新潟 222.2
45 千葉 213.3

46 茨城 198.1
47 埼玉 189.1

全国 267.4
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人
件
費
だ
け
で
赤
字

下
表
１
を
見
る
と
給
与
費
は
20
・
９

億
で
医
業
収
益
の
20
・
１
億
円
を
上
回

り
、
人
件
費
だ
け
で
既す

で

に
赤
字
で
す
。

下
表
２
で
は
人
件
費
率
は
恒
常
的
に
１

０
０
％
を
超
え
て
お
り
、
民
間
病
院
で

は
倒
産
状
態
で
す
。

大
赤
字
で
も
職
員
平
均 

年
俸
は
約
８
０
０
万
円

給
与
費
20
・
９
億
円
の
内
、
約
15
・

５
億
円
が
常
勤
職
員
１
９
２
名
と
再
任

用
職
員
２
名
の
計
１
９
４
名
に
支
払
わ

れ
て
お
り
、
職
員
の
平
均
年
俸
は
約
８

０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
の

埼
玉
県
の
平
均
年
俸
が
５
１
０
万
円
の

状
況
で
、
14
億
円
以
上
の
赤
字
補
填
を

し
て
職
員
の
平
均
年
俸
約
８
０
０
万
円

は
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
質
問
に
対
す
る
県
執
行
部
の

明
確
な
答
弁
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

悪
過
ぎ
る
コ
ス
ト 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

私
は
自
身
の
勤
務
す
る
病
院
で
外
来

１
コ
マ（
半
日
）、午
前
半
日
は
約
50
人
、

午
後
半
日
は
約
30
人
の
患
者
さ
ん
を
診

て
い
ま
す
が
、
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
外
来
１
コ
マ
の
平

均
患
者
数
は
僅わ

ず

か
8
・
3
人
で
す
。

ま
た
私
ひ
と
り
で
１
日
当
た
り
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
於
い
て
約
30
人
の

入
院
患
者
さ
ん
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す

が
、
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
医
師
１
人
１
日
当
た
り
の
平

均
受
け
持
ち
患
者
数
は
僅わ

ず

か
８
・
７
人

で
す
。

こ
れ
で
は
医
業
収
益
を
医
業
費
用
で

割
っ
た
医
業
収
支
比
率
（
１
０
０
％
未

満
は
赤
字
）
も
55
・
２
％
に
し
か
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

独
立
行
政
法
人
化
す
べ
き

令
和
８
年
度
は
医
科
の
診
療
報
酬
改

定
が
プ
ラ
ス
３
・
０
９
％
に
も
拘か

か

わ
ら

ず
、
下
表
２
＆
３
で
は
令
和
７
年
度
以

降
の
人
件
費
率
と
運
営
費
繰
入
金
が
増

え
る
見
込
み
で
、
経
営
改
善
の
努
力
は

皆か
い
む無
で
す
。

県
執
行
部
の
説
明
を
聞
く
限
り
で
は

県
直
営
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
業
務
は

無
く
、
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
独
立
行
政
法
人
化
は
不
可

避
で
す
。

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
は

セ
ン
タ
ー
は
殆殆ほ

と
ん

ほ
と
ん

ど
粉
飾
決
算

ど
粉
飾
決
算

　
決
算
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度
の
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
決
算
審
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
下
表
１
の
決
算
書
で
は
１

０
０
万
円
の
純
利
益
が
出
て
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
14
億
３
千
万
円

の
繰
り
入
れ
、
即
ち
赤
字
補ほ

て
ん填
を
し
て
の
黒
字
で
あ
り
、
実
態
は
14
億
２

９
０
０
万
円
の
大
赤
字
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
民
間
病
院
で
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
有
り
ま
せ
ん
。
日
下
部
が
県
議
１
期
目
の
時
、
当

時
の
上
田
清
司
知
事
が
よ
く
「
県
立
病
院
を
黒
字
化
し
た
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
下
部
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
な
い
と
大
赤
字
で

あ
る
事
を
指
摘
す
る
と
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

【表１：令和６年度　埼玉県総合リハビリテーションセンター病院事業会計決算の概要】
令和６年度 前年比 令和６年度 前年比

病院事業収益 37.7 億円 +3.8 億円 病院事業費用 37.7 億円 +4.4 億円
医業収益 20.1 億円 +2.7 億円 医業費用 36.4 億円 +4.3 億円
　・入院収益 15.3 億円 +2.1 億円 　・給与費 20.9 億円 +2.4 億円
　・外来収益 2.4 億円 +0.5 億円 　・材料費 3.2 億円 +0.9 億円
　・その他の医業収益 2.5 億円 +0.2 億円 　・経費 8.6 億円 +0.6 億円
医業外収益 17.5 億円 +0.3 億円 医業外費用 1.3 億円 +0.1 億円
　・一般会計繰入金 14.3 億円 +1.6 億円 特別損失 0.03 億円 +0.03 億円
　・その他の医業外収益 0.0 億円 −0.6 億円 令和６年度純利益 0.01億円 −0.6 億円
特別利益 0.1 億円 −0.02 億円 ※医業収支比率（％）＝医業収益／医業費用×100＝ 55.2％
※一般会計からの繰り入れ（赤字補填）が無ければ14億2900万円の赤字です。

【表２：県総合リハビリテーションセンター病院事業会計に於ける人件費率（給与費÷医業収益計）】
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
100.3% 106.6% 104.1% 127.9% 127.9%

※人件費だけで既に赤字です。� ※令和７年度は決算見込み、令和８年度は予算ベース

【表３：県総合リハビリテーションセンター病院事業会計への一般会計からの運営費繰入金の推移（設備費繰入金は除く）】
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

13億 8700万円 12億 7400万円 14億 3400万円 19億 2000万円 19億 8100万円
※増加傾向の赤字補填額� ※令和７年度は決算見込み、令和８年度は予算ベース


